i„J も -■■ 一 か 

二人の 想い は 宗教の 神秘性にまで 昂 めら れ ている。 

おそ か かわ 

恐らく 生 を更ぇ 死を更 えても 変るまい。 だが、 ふとし 

たこと から、 私 は 現実のお まえに 気付かせられる こと 

むやみ た 

が ある。 すると 無暗に 現実のお まえに 会い 度くなる。 

巴 里が 東京で ない のが 腹立たしくなる。 

それ はどうい うとき だとい うと、 おまえに 肖た 青年 

うしろすがた けいこ 

の 後 姿 を 見た とき、 おまえの 家へ 残して 行った 稽古 

用品 や 着古した 着物が 取 出される とき。 それから、 思 

いがけ なく、 まるで 違った ものから でもお まえ を 連想 

くぼ .fy ど そっちょく 

させられる。 ぼんの 窪の ちぢり つ 毛 や、 の 太い 率直 

な 声音、 —— これ 等 も 打撃 だ。 こういう とき、 私 は 強 



おまえ は、 健康で、 着 々 、 画 業 を 進 渉して いる こ 

と は、 そっちからの 新聞 雑誌で 見る ばかりでなく、 こ 

の 間 来た クルト. セ リグ マン 氏の 口から も、 または 横 

リ いち パ リ くにの すけ 

光利 一 さんの 旅行 文、 読売の 巴 里 特派員 松 尾 邦 之 助 氏 

の 日本の 美術 雑誌 通信で も 親しく 見聞きして 嬉しい。 

健気な むす 子よ と 言い送り 度い。 年少で 親 を 離れ 異国 

の 都で、 よくも 路を 尋ね、 向き を 探って 正しく も迪り 

行く ものである。 辛い こと もあった ろう。 辱し め も 

忍ばねば ならなかった ろう。 一たい、 おまえ は 私に 似 

て 情熱 家 肌の 純情 屋 さんな のに、 よくも、 そこ を 矯め 

こら きた 

堪えて、 現実に 生きる 歩調に 性晴を 鍛え 直そうと した。 



と 人々 もお 前 も、 なおなお 勿体ない こと を 言って 舆れ 

る。 

私たちの 一 家 は、 親子 三人 芸術に 関係して いる。 

つ ノ. J う 

都合の いいこ ともあれば 都合の 悪い こと も ある。 しか 

いまさら き ゆ う 

し 今更 この こと を 喜 憂しても 始まらない。 本能 的な も 

のが 運命 をそう 招いた と 思うよ リ 仕方がない。 だが、 

すでに この 道に 入った 以上、 左顧右眄すべき ではない。 

殉 ずる ことこ そ、 発見の 手段で ある。 親 も 子 もやる 

ところまで やりましょう。 芸術の 道 は、 入る ほど 深く、 

また、 ますます 難 かしい。 だが 殉 ずると ころに 刻々 の 

発見が ある。 本格の 芸術の 使命 は 実に 「生」 を 学び、 



「人間」 を開顕 して、 新しき 「いのち」 を 創造す ると こ 

あ かか おい ひつじゅ 

ろに 在る。 斯る ときに 於て はじめて 芸術 は 人類に 必需 

じ た けいたく じんじゅつ 

で、 自他 共に 恵沢 を 与えられる 仁術と なる。 一時の 

しょう とまど 

人気 や 枝葉の 美に 戸惑って はいけ ない。 いっそ やるな 

ら、 ここまで 踏み 入る ことです。 おまえ は、 うちの 家 

族の こと を 芸術の 挺身隊と 言った が、 今 こそ 首肯す る。 

私 は、 巴 里から 帰って来て おまえの こと を 話して 呉 

ノ J と き 

れる人 毎に 必ず 訊く、 

「タロ ー は、 少し は 大きくな りました か。」 

すると、 みんな 答えて 呉れる。 

「どうして、 立派な 一 人前の 方です。」 
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